
1月9日（金）、ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城にて、2026年
の新春を祝うとともに航空連合沖縄に集う仲間の交流促進、また2026
春闘に向けた労使のさらなる信頼関係の構築を目的に「航空連合沖縄
新春交流会」が開催され、労使合わせて約110名が参加しました。
航空連合沖縄の吉濱会長からは「2026春闘では、組合員一人ひと

りが『生活のゆとりの実感』を持てる賃金水準への到達を目指して
いる。一方で、賃上げの原資を確保するためには「適正な価格転嫁」
が不可欠であり、航空連合の働きかけにより、昨年12月に国が策定・
公表した『空港グランドハンドリング事業取引適正化ガイドライン』
について、労使が立場を超えて実効性のある運用へとつなげていく
ことが求められている。現場で働く人の活力こそが沖縄全体の元気の
源であり、労使で知恵を出し合い、『沖縄を元気にする先頭に立つ』
という決意のもと、ともに頑張ろう」との力強い挨拶がありました。
航空連合沖縄では、今年も働くものの立場から、沖縄県の航空関連

産業の持続的な発展に向けた取り組みを進めていきます。

～2026春闘に向けて、労使でさらなる信頼関係強化！～
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航空連合沖縄にて新春交流会を開催！

挨拶をする航空連合沖縄 吉濱 会長と役員
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